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①・組織概要

会　　社　　名 浅井鉄工　株式会社会社

所　　在　　地 本社工場　愛知県豊田市清水町5丁目52番地
本地工場　愛知県豊田市本地町9丁目37番地
宮城工場　宮城県登米市迫町北方字東富永5番地

代　　表　　者 代表取締役　浅井行孝

設　　立　　 昭和34年8月

環境管理責任者 浅井秀紀（事務局兼任）

連絡先 0565-28-1757（本社工場）

事　業　内　容 輸送用機械器具製造業

従業員 本社工場　 50名
2022年1月時点 本地工場　 34名

宮城工場　 36名

敷地面積 本社工場　 5038㎡
本地工場　 4436㎡
宮城工場　 12482㎡

②・対象範囲

EA21対象範囲 浅井鉄工株式会社　全工場（全組織）

対象活動 事業内容と同じ

対象期間 2022年1月～2022年12月



製造部 総務 製造部 総務

担当

工場長　（本社）工場長　（宮城） 工場長　（本地）

　EA21　実施体制図　浅井鉄工株式会社 2022/1/15

代表者 取締役社長　

各部署

浅井行孝

浅井秀紀

浅井秀紀

各工場部門

環境管理責任者

EA21事務局

総務課

各部署

代表者

外部とのコミニュ
ケーション

各工場長

EA21事務局/環境管理責任者　浅井秀紀（兼）

製造部

職制全員

全従業員

役割・責任・権限

環境方針作成及び全従業員への周知、環境管理者任命、資源準備、代表者による全体の評価と見直し

EA21総責任者、EA21構築・運用・実績の総括、システムの整合性、運用状況監査

全体計画立案、文書作成・管理、環境教育計画・実施、EMS事務管理

環境関連文書及び記録作成、管理等

自部門の環境経営システムの実施、自部門の環境目標及び環境活動の実行と運用管理

環境方針の理解と環境への取組みの実用性の自覚、決められた事を守り自主的・積極的に環境活動へ参加

総務

苦情及び要望の受付及び緊急時の工場責任者

部門 部門 部門

③実施体制



「　エコアクション　21　」環境方針の策定

　　私たち、浅井鉄工の歴史は「ものづくりの歴史」です。

これからも環境活動をより積極的に行うとともに、自動車部品生産の総合技術を生かし、

産業振興と地域環境の保全を推進し社員一丸となって未来に向かって躍進したいと思います。

1・環境関連法規則及び当社が同意する要求事項を遵守します。

　{環境の負荷を計画的に削減します｝

2・ 次の事項について具体的な環境目標及び環境活動計画を定め

　　継続的な改善に努めます

（1）省エネルギーに取り組み二酸化炭素排出量を削減します。

（2）分別を徹底しリサイクルにより廃棄物を削減します。

（3）節水をし水使用量の削減に取り組みます。

（4）環境に配慮した不具合品の削減を推進します。

（5）社会貢献活動を積極的に行います。

3・ 本方針を全従業員に周知徹底します。

2022年1月15日

浅井鉄工株式会社

代表取締役社長

基　本　理　念　

   .環　境　方　針　　

浅井　行孝

④環境方針



⑤環境目標(2022年から2024年）

＊2022年度以降の目標値は2021年度実績など直近年の過去実績を加味した基準値をベースとした。

年度は1月から12月。

1%削減 2％削減 3％削減

198,815 196,827 194,839 190,922

192,070 190,149 188,229 184,445

274,759 272,011 269,264 263,851

665,644 658,988 652,331 639,218

400,800 396,792 392,784 384,888

416,800 412,632 408,464 400,253

471,900 467,181 462,462 453,166

2,840 2,812 2,783 2,727

4,880 4,831 4,782 4,686

4,145 4,104 4,062 3,980

117 116 115 113

1,430 1,416 1,401 1,373

1,681 1,664 1,647 1,614

100 99 98 96

2,080 2,059 2,038 2,018

4,080 4,039 3,998 3,958

5,970 5,910 5,851 5,733

471 466 462 452

389 385 381 374

467 462 458 448

280 277 274 272

78 78 77 76

117 116 115 113

2.0

1.0

0.0

廃油 L -

ー

※電力のCO2排出係数は2019年調整後係数　中部電力0.426kg-CO2/kWh   東北電力0.522kg-CO2/kWh

※化学物質（PRTR対象物質）は使用していません。

廃油は3年に１度程度の為実績値把握とする

鉄くずなど
（有価物）

4回/年

各工場 ㎏ 鉄くずなど有価物については実績を社内管理とする

環境配慮活動

納入先不具合の低減 6件以下/年

異常処置訓練 4回/年

2S推進 毎月

産業廃棄物

廃プラ、
木くずなど,

②本地工場　

③宮城工場　

3ヶ月1回地
域清掃実施

年/4回

全社

③宮城工場　

地域貢献活動

①本社工場　

m3 少量であり目標値設定はしないが実績値を把握
管理。分別や削減に努める。

③宮城工場　

プロパン
（LPG）

①本社工場　

㎏②本地工場　

③宮城工場　

一般廃棄物

①本社工場　

㎏②本地工場　

③宮城工場　

水

①本社工場　

m3②本地工場　

軽油
①本社工場　（含む本地）

L
③宮城工場　

灯油

①本社工場　

L②本地工場　

ガソリン
①本社工場　(含む本地）

L
③宮城工場　

削減率

二酸化炭素
総量

①本社

㎏-CO₂
②本地

③宮城

3工場合計

電気

①本社工場　（中部電力）

kWh②本地工場　（中部電力）

③宮城工場　（東北電力）

2022年1月15日

　

項目 工場 単位
＊基準

（2021年実績など） 2022年 2023年 2024年



2022年1月15日

取り組み内容 部署・場所 責任者

休憩時スイッチ「切」の徹底 事務所/工場

未使用時の消灯 ↑

生産非稼働時のコンプレッサー停止 ↑

生産向上により削減 ↑

アイドリングストップ

エコ運転推進

アイドリングストップ

エコ運転推進

納入ルート改善

フークリフトのアイドリングSTOP 本社・本地製造部

空調温度管理　14℃以下 宮城製造部/宮城工場

水漏れ点検 総務課/全工場

節水表示 ↑

私物のゴミは各自持ち帰り推奨 全社員 総務課

廃棄物の分別の徹底 全社員 総務課

品質向上計画に基づき不具合削減 製造部/全工場

異常処置訓練 ↑

2S活動（月/1点検確認実施） ↑

地域貢献活動 環境美化 会社周辺の清掃 全部門/全工場 工場長

環境配慮活動 納入先不具合低減
各部門毎
（職制）

軽油（全社） 軽油使用量の削減 全部署/全工場
各部門毎
（職制）

LPG（全社） LPG使用量削減
各部門毎
（職制）

水（全社） 水使用量の削減
各部門毎
（職制）

廃棄物 廃棄物の分別

ガソリン（全社） ガソリン使用量の削減
各部門
（職制）

｛取組み期間　2022年1月～2022年12月｝

環境目標

電気（全社） 電力使用量の削減
各部門
（職制）

全部署/全工場

⑥環境活動計画



2023/1/15

工場 単位
2022年1月～12月

（目標値）
2022年1月～12月

（実績）
増減％

本社 196,827 188,874 -4.0%

本地 190,149 173,839 -8.6%

宮城 272,011 258,546 -5.0%

3工場合計 658,987 621,259 -5.7%

本社 369,792 379,415 2.6%

本地 412,632 370,025 -10.3%

宮城 467,181 440,110 -5.8%

本社 2,812 3,170 12.7%

宮城 4,831 4,159 -13.9%

本社 4,101 4,245 3.5%

宮城 116 157 35.3%

本社 1,416 1,311 -7.4%

本地 1,681 2,369 40.9%

宮城 99 0 -

本社 2,059 1,890 -8.2%

本地 4,039 3,436 -14.9%

宮城 5,910 6,252 5.8%

本社 466 433 -7.1%

本地 385 314 -18.4%

宮城 462 527 14.1%

本社 277 301 8.5%

本地 78 67 -14.5%

宮城 116 142 22.6%

本社 (2.0) 5.10 -

本地 (1.0) 0.70 -

宮城 0.0 0.00 -

廃油 全社 L - 300 -

納入先不具合 6件/年 8件 2件

異常処置訓練 4回/年 4回 100%

２S活動 1回/月 1回 100%

4回/年 4回 4回

※電力のCO2排出係数は2019年調整後係数　中部電力0.426kg-CO2/kWh   東北電力0.522kg-CO2/kWh

鉄くずなど有価物については実績を社内管理とする

環境配慮活動 全社

地域貢献活動 地域清掃

水 L

一般廃棄物 ㎏

産業廃棄物

廃プラ、
木くずなど m3

鉄くずなど
（有価物）

全社 kg 

軽油 L

灯油 L

プロパン（LPG） ｋｇ

ガソリン L

二酸化炭素総量 kg-CO₂

電気 kWh

⑦環境目標の達成状況



作成2023年1月15日

工場 達成状況 評価 今後の取組み

本社 ○
生産も戻りつつある中、改善により減になりま
した

2023年は特に無駄な電気を減らして行きた
い

本地 ◯ 生産のやり方を見直し、低減できた
無駄な製品つくりを止め、生産向上を続け
CO2を削減したい

宮城 〇 必要分の人と電気を見直し削減できました 継続して見直し、CO2排出したい

本社 〇 エアー漏れ等の確認がよく削減できました 今後もエアー漏れ見直ししたい

本地 ◯
電気量が-10％と良く、効率での効果は大変い
い

在庫の見直しで不要な在庫と生産を今後も
見直ししたい

宮城 ◯
電気代が大きくあがり、従業員の皆さんの電気
削減意思が高く削減できました

今後も不要な電気の徹底を従業員の皆さん
と徹底していきたい

本社 ☓
リフトガソリンをプロパン変更で低減できたが、
仕事が増え、運搬等が増えてしまった

運搬ルート見直し、乗用車のルート見直しで
削減したい

宮城 〇
工場内リフトの無駄な走行を改善し削減できま
した

今後も見直しをしていきたい

本社 ✕ 工場間での行き来が増え増となってしまった 再度見直しを検討し削減したい

宮城 ✕
トラブルがあり、余分な行き来が増えてしまい
ました

トラブルを未然防げる対応検討したい

本社 〇
設定よりも従業員の皆さんの節約で減となりま
した

工場の隙間風等をなくし、工場を温かくし従
業員の方へ配慮したい

本地 ×
時期の購入で増と数値はなってしまったが、年
平均での購入量は減っている

調査では在庫を抱えていることが多く、必要
な時に必要分の在庫を持つようにする

宮城 - 使用0の為非該当

本社 〇
リフトをガソリンからプロパンに変更した。効率
的な運転に心掛けた

今後も継続

本地 〇 リフトのアイドリングストップで削減できました 今後もアイドリングストップの呼びかけ継続

宮城 ×
暖房器具の使用が大きい、仕事量も増えた。
適正使用に心がけた

不必要な箇所を止めるの徹底

本社 ◯ 漏水もなく、必要分のみの為削減できた 漏水確認の実施を行い削減する。

本地 ◯ 漏水もなく、必要分のみの為削減できた 漏水確認の実施を行い削減する。

宮城 ×
地震があり、水漏れがたくさんあり、増となって
しまいました

地震の影響はしょうがないですが、すぐ対応
できるよう今後は検討したい

✕ 私物のゴミは各自持ち帰り推奨 継続徹底

△ 産業廃棄物の分別の徹底 産業廃棄物の分別の再徹底

環境配慮活動 全社 ◯ 納入先不具合の目標は到達できた 今年度はさらなる低減を目指す。

地域貢献活動 全社 ◯ 寒暖時もみんなで目標達成できた 工場周辺の清掃範囲を広げていく。

水

廃棄物 全社

二酸化炭素総量

電気量

ガソリン

軽油

灯油

LPG（プロパン）

⑧環境活動計画の結果、評価と今後の取組み



確認

適用法令等 適用する要求事項 遵守評価 愛知確認 宮城確認 遵守確認

廃棄物処理法 ・産業廃棄物の適正処理 委託契約書・許可書写し

産業廃棄物管理表（マニフェスト）5年保管 マニフェスト/5年保管

産業廃棄物管理表交付等状況報告書提出 6月までに提出確認

宮城県適正な廃棄
物に関する条例

委託先の処理する能力確認、記録 記録表

特定工場における
公害防止組織の整

備に関する法律
（本社工場、本地工

場）

公害防止統括者、公害防止管理者の選任
の届出

届出 本社工場長 ◯

工場立地法 10000㎡以上は緑地面積確保 確保済み 宮城工場長 ◯

保守点検

法令点検

特定事業場で公共用水域を排出する事業
場

有機物質使用特定施設を設置する事業場

豊田市環境条例 市への環境を守り育てる アイドリングストップ 本社工場長 ◯

機器の点検 点検表（3年間保管）

フロン類を回収しないまま機器の廃棄の禁止 遵守

廃却依頼した業者への引取り証明書
引取り証明書
（3年保管）

過去3年間の記録

・環境関連法規については、遵守状況を確認した結果、法令違反はありませんでした

○

規制基準の遵守義務 測定記録 ○

2023/1/15

本社工場長 宮城工場長 ○
豊田市産業廃棄物
の適正な処理の促
進等に関する条例

騒音規制法
振動規制法

騒音発生特定施設の届出 特定施設の届け

本社工場長 宮城工場長

本社工場長 ○

宮城県公害防止条例 宮城工場長 ○

非該当

騒音規制法
振動規制法

条例

県民の生活環境の保全等に基づく条例

特定施設の届け
測定記録

浄化槽法
（宮城は下水の為

非該当）
点検結果の記録 本社工場長 ◯

　また、2022年度も関係当局より違反の指摘はありませんでした。

フロン排出抑制法 本社工場長 宮城工場長 ○

自動車リサイクル法
使用済自動車の引取業者
への適正な引き渡し

社内車のリサイクル 本社工場長 宮城工場長 ○

水質汚濁防止法

⑨環境関連法規等の遵守状況の確認



社長コメント

3 環境活動計画 有 無

4 実施体制 有 無

1 環境方針 有 無

2 環境目標 有 無 宮城増築の為、目標基準変更

5 外部からの環境に関する苦情や要望 ありませんでした

2・変更の必要性

No 項目 変更の必要性 変更有の場合の指示事項

3 環境目標の達成状況 増減はあるが、少しづつ目標に近づけている

4 環境法令等の遵守状況 違反はありません

1 環境方針 継続していく

2 環境活動計画 従業員のみんなが理解を示し協力的になっている

日

代表 浅井　行孝

1・見直しに必要な情報

No 項目 評価・コメント

作成 2023 年 1 月 30

⑩代表者による全体評価と見直し結果

前年度後半からコロナ、半導体不足等の自動車産業が停滞する時期がゆるやかに回復していきました。

今回の結果を見ると一部の項目で目標未達が見られました。生産が少ない時はエネルギー消費は必然に少な

くなりますが生産が上向いてきた時にどれだけ環境負荷を低減できるかが今後の課題であると思います。

一方で目標を達成した電気量等の項目に関しては従業員の節電意識など評価できるポイントでした。

次年度は全ての目標を達成し、環境負荷を低減することで会社の体制強化、社会貢献に繋げていければと思

います。


